
『三婆』原稿などを展示
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１
回

第
１
回  
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吉
佐
和
子
文
学
賞

有
吉
佐
和
子
文
学
賞  

作
品
募
集

作
品
募
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有
吉
佐
和
子(1931-1984)

は
、
昭
和
６

年
１
月
20
日
に
和
歌
山
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

海
外
で
も
幼
少
期
を
過
ご
し
、
８
歳
で
帰
国
し

た
際
に
見
た
青
い
紀
の
川
の
美
し
さ
に
感
動

し
、
20
年
後
に
小
説
「
紀
ノ
川
」
を
発
表
。
他

に
も
「
助
左
衛
門
四
代
記
」「
華
岡
青
洲
の
妻
」

な
ど
、
ふ
る
さ
と
和
歌
山
を
舞
台
と
し
た
多
く

の
作
品
を
著
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
派
小
説

「
複
合
汚
染
」「
恍
惚
の
人
」
や
歴
史
小
説
「
和

宮
様
御
留
」、
ミ
ス
テ
リ
ー
「
悪
女
に
つ
い
て
」

「
開
幕
ベ
ル
は
華
や
か
に
」
な
ど
、
創
作
活
動

は
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
及
び
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
多
才
ぶ
り
は
小
説
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
演
劇
の
脚
本
・
演

出
等
広
く
才
能
を
発
揮
し
、
い
ず
れ
の
分
野
に

お
い
て
も
高
い
評
価
を
受
け
、
一
時
代
を
築
き

ま
し
た
。

　

い
ま
な
お
読
者
を
惹
き
つ
け
る
有
吉
佐
和
子

の
作
品
群
は
復
刊
も
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
に

読
み
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

有
吉
佐
和
子
が
脚
本
家
・
演
出
家
と
し
て
演
劇

に
も
携
わ
っ
た
一
面
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
１
月
30
日

（火）
～
３
月
24
日

（日）

▼
場
所
＝
市
立
博
物
館
１
階　

常
設
展
示
室

▼
入
館
料
＝
一
般
・
大
学
生
100
円
・

　

高
校
生
以
下　

無
料

▼
休
館
日
＝
月
曜
日
、
祝
祭
日

　

の
翌
日
（
月
曜
祝
日
の
場
合

　

は
開
館
、
翌
日
休
館
）

▼
問
合
先
＝
市
立
博
物
館
☎
４
２
３
・
０
０
０
３

　

有
吉
玉
青
氏
（
有
吉
佐
和
子
氏
の
長
女
）
か
ら
寄

贈
い
た
だ
い
た
資
料
は
、
有
吉
佐
和
子
が
執
筆
に
使

用
し
た
資
料
は
じ
め
、
親
交
の
あ
っ
た
作
家
か
ら
の

寄
贈
書
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
市
民
図

書
館
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
１
月
20
日

（土）
か
ら
公
開
中

▼
開
館
時
間
＝
９
時
～
21
時

▼
場
所
＝
市
民
図
書
館
２
階　

有
吉
佐
和
子
文
庫　
　
　

　

※
年
中
無
休

▼
問
合
先
＝
市
民
図
書
館
☎
４
３
２
・
０
０
１
０

有吉佐和子記念館へようこそ

新
た
な
寄
贈
本
を
公
開

演
劇
に
関
す
る
資
料
を
公
開

有
吉
佐
和
子
と
和
歌
山
市

　和歌山市立有吉佐和子記念館は本年６月５日、開館２周年を迎えます。

　東京都杉並区堀之内の有吉佐和子邸を伝法橋南ノ丁に復元した記念館

は、開館以来毎月、有吉作品の朗読劇を行い、当日は多くのお客さんで

賑わっています。また偶数月の第一日曜日には有吉作品を読む会を開き、

名作の数々を一つずつ読み込んで参加者とともに感想を語り合う場を設

けています。

　こうして和歌山市が生んだ偉大な作家に皆さんとふれあってもらって

いますが、有吉没後 40 年の今年、有吉佐和子文学賞が創設されること

になりました。有吉の作品、また生き方などをヒントにして日頃の思い

をまとめ、この文学賞に応募してみるのはいかがでしょうか。それがま

たこの作家を理解する近道になるとも思われます。

有吉佐和子記念館館長　恩田 雅和 氏

　和歌山市ではこの度、有吉佐和子記念館の開館を契機に、本市の偉人である有吉佐和子の

顕彰に加え、文学について学ぶ機会を提供するために、「有吉佐和子文学賞」を創設しました。

　文学賞と聞くと難しく感じるかもしれませんが、中学生以上の方ならどなたでも気軽に応

募していただける賞です。ぜひこの機会に創作の喜びや楽しさを感じ、有吉作品をはじめと

する「文学」の魅力に触れていただけたら嬉しく思います。

　本文学賞がふるさと和歌山のように温かく、末永く愛される賞となるよう、多くの皆様か

らのご応募をお待ちしています。
文化振興課　

森　阿和

あ
な
た
自
身
の
こ
と
、
世
の
中
の
こ
と
、
和
歌
山
へ
の
想
い
な
ど
、

あ
な
た
自
身
の
こ
と
、
世
の
中
の
こ
と
、
和
歌
山
へ
の
想
い
な
ど
、  

　
　
　
　
　
　

思
っ
た
ま
ま
に
、
感
じ
た
ま
ま
に
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　

思
っ
た
ま
ま
に
、
感
じ
た
ま
ま
に
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

名作朗読劇場【青い壺～第二話～ 】
作：有吉佐和子　出演：演劇集団和歌山

●日時　２月 21 日水　１回目：11 時～ 12 時、２回目：14 時～ 15 時　　

●場所　有吉佐和子記念館２階

●定員　先着各 20 人　※入場無料。事前申込要（２月 10 日土９時～）

●問合先　有吉佐和子記念館（伝法橋南ノ丁９）☎ 488-9880　※水曜日休館

『富士の初雪』川端康成／著
などの寄贈品を展示

　

有
吉
佐
和
子
の
よ
う
に
1
つ
の
テ
ー
マ
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
今
思
っ
て
い
る
こ
と
、
普
段
か
ら
感
じ
て
い

る
こ
と
、
将
来
の
夢
、
そ
し
て
和
歌
山
へ
の
想
い
な
ど
を

綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
中
学
生
以
上
の
方

▼
募
集
作
品
＝
エ
ッ
セ
イ 　

  

（
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
以
上
５
枚
以
内
）

※
テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん
、
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
＝
３
月
15
日

（金）
ま
で
に 

郵
送
〈
必
着
〉   

・
持
参
・
メ
ー
ル
〈
当
日
受
信
分
〉
で

▼
応
募
先
＝

〒
６
４
０
・
８
５
１
１　

和
歌
山
市
七
番
丁
23
番
地　

文
化
振
興
課
（
本
庁
舎
10
階
）

▼
賞
＝
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
と
し
て
図
書
カ
ー
ド
を

贈
呈
し
ま
す
。

　

・
最
優
秀
賞
（
１
編
）
５
万
円
相
当　

 

　

・
優
秀
賞
（
１
編
）
３
万
円
相
当 

　

・
佳
作
（
５
編
）
１
万
円
相
当　

　

・
奨
励
賞
（
若
干
数
）
５
千
円
相
当　

※
募
集
要
項
や
応
募
規
定
な
ど
詳
し
く
は

　

市
Ｈ
Ｐ
（
ID
：
１
０
５
５
４
７
１
）
で

問 

文
化
振
興
課 

☎
４
３
５
・
１
１
９
４
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